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令
和
四
年
二
月
二
十
一
日
早
朝
、
國
語
問
題
協
議
會
會
長
谷
田
貝
常
夫
先
生
享
年
八
十
八
歳
に
て
逝
去
し

給
ふ
。
茲
に
愼
み
て
追
悼
の
一
文
を
捧
げ
參
ら
せ
候
。 

私
事
、
谷
田
貝
先
生
に
始
め
て
御
眼
に
か
ゝ
り
候
は
、
平
成
八
年1

9
9

6

の
夏
、
當
時
漸
く
完
成
の
略
字

な
し
、
歷
史
的
假
名
遣
對
應
の
入
力
・
變
換
ソ
フ
ト
「
契
冲
」
の
實
地
檢
分
に
拙
宅
に
御
越
し
頂
き
た

り
。
直
ぐ
に
御
納
得
頂
き
、
同
時
に
同
年
十
一
月
東
京
に
て
開
催
豫
定
の
漢
字
文
化
圈
日
中
韓
三
ヵ
國
の

漢
字
政
策
を
考
ふ
る
第
三
囘
國
際
漢
字
會
議
の
資
料
印
刷
・
配
布
の
御
注
文
を
頂
け
り
。 

先
生
は
亦
眞
言
密
敎
の
修
行
を
通
じ
て
、
特
に
空
海
の
梵
字
學
に
も
精
通
な
さ
れ
、
そ
の
關
係
に
て
我
が

國
の
僧
契
冲
に
就
き
て
も
深
き
關
心
を
寄
せ
ら
れ
、
當
時
關
西
に
て
吉
原
榮
徳
先
生
率
ゐ
給
ひ
け
る
契
冲

硏
究
會
と
も
御
聯
絡
、
そ
の
關
係
に
て
私
も
附
隨
し
て
會
員
二
人
の
同
會
東
京
支
部
を
設
立
せ
ら
れ
た

り
。 

此
の
頃
先
生
は
國
語
問
題
協
議
會
に
も
御
參
加
な
さ
れ
、
平
成
十
六
年2

0
0

4

以
降
事
務
局
長
を
御
勤
め

に
な
り
、
昨
秋
會
長
に
就
任
せ
ら
れ
た
り
。 

こ
の
間
の
御
活
躍
の
中
に
特
筆
す
べ
き
も
の
の
一
つ
に
同
十
五
年2

0
0

3

非
營
利
法
人
文
語
の
苑
の
初
期

業
務
の
開
發
あ
り
。
此
の
集
り
最
初
岡
崎
久
彥
、
愛
甲
次
郞
、
加
藤
淳
平
、
鹽
原
經
央
の
各
氏
の
發
案
に

て
文
語
の
復
活
を
企
圖
し
、
之
を
電
網
上
に
投
影
せ
む
と
し
て
、
國
語
問
題
協
議
會
も
此
に
協
力
す
る
こ

と
と
な
り
、
先
生
御
自
ら
電
網
畫
面
の
設
計
を
實
現
せ
ら
れ
、
更
に
は
そ
れ
ら
の
作
品
の
電
子
出
版
へ
の

道
を
開
拓
な
さ
れ
け
り
。 

こ
れ
ら
輝
か
し
き
御
業
績
を
先
生
は
溫
顏
を
絶
や
さ
ず
積
み
重
ね
ら
れ
け
る
も
、
そ
の
背
後
に
は
長
大
の

資
料
も
瞬
時
に
讀
取
る
竝
外
れ
の
御
力
量
あ
り
て
、
そ
の
御
成
果
は
二
册
の
御
著
書
『「
大
學
入
試
」
英

語
長
文
要
約
法
』
及
び
『
大
學
入
試
讀
解
と
記
述
の
た
め
の
現
代
文
要
約
法
』
に
凝
縮
し
あ
り
。 

先
生
の
御
生
涯
は
昭
和
八
年
早
生
れ
の
御
出
生
な
れ
ば
、
義
務
敎
育
後
最
初
の
舊
制
中
學
東
京
都
立
第
二

中
學
校
（
現
兩
國
高
等
學
校
）
へ
の
御
入
學
は
終
戰
の
年
に
て
、
當
に
八
十
年
に
垂
と
せ
む
戰
後
の
日
本

と
共
に
あ
り
た
り
。 

こ
の
間
我
が
國
文
化
は
一
時
正
し
き
復
興
の
動
き
を
見
す
る
も
、
經
濟
バ
ブ
ル
の
崩
潰
、
地
球
一
極
主
義

の
誤
解
な
ど
に
て
、
再
び
低
迷
の
樣
相
を
呈
す
。
こ
の
時
期
に
當
り
先
生
を
喪
ふ
の
悲
運
、
天
を
仰
ぐ
ば

か
り
の
中
、
微
力
を
我
が
國
文
化
の
正
し
き
發
展
に
捧
ぐ
る
を
御
誓
ひ
申
上
げ
、
心
よ
り
御
冥
福
を
御
祈

申
上
げ
候
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（
令
和
四
年
三
月
二
日
受
附
） 


